
3.献血者の立積に立った献血の受入れ活動

成分採血の普及を姶め効異的かつ計画的な採血を実施するには-巳曜祝祭日や夕刻の献血受入れ等.献血

者の都合に合せた採血環境の整備が必妻であるo

このため.職員の勤務捧鰍こついて基本的な変更を行うことを含めp敬鼻田捧等路孫者と協護を行い速や

かに実施されたいo

4.地方公共Efi蕗等との協力棋係Ol構罵

敵血の推進には地域ごとの莫情を緒まえたきめ細かい対策が必要であるo地方公共田捧その他各覆団捧と

の間で栢互にアイデアを出し合う等の緊密な協力的俵を稔築されたいo

5.適正使用の推進

鉄血による血液事菓に携わる者は.挟血製造,供絵の全ての段障において献血者の書意に応えるベく-

有卵偶に心軌ナなけれぱならないoしたがって.貴社においても艶絵に際し-医療最院との間で抑の遜

正撞用に閑する十分な情報捉供や情報交換を行い,献血血液の適正使用の推進に穿められたいや

第丑 血液事菓の捧剖整偏の見直しについて

1.採血梨嵐供絵の各犠能に即した効率軌合劉勺な組耗形態の梼築

現在,血液事菱の実施は各血液セン夕-毎に.呑集鼠財故鼠人事面において独立的に蓮嘗されている

が.血液事菓が各血液センタ-阜位に細分化されている現状でlまp効率軌合劉勺な事集蓮嘗は困建といえ

るo

長期に安定した血液事菜を実施するためには-採血ー製息供絵の各簸能に着呂し-それぞれにふさわし

い逼嘗をしなければならない.同時に独占による非効率や開の生じないような組耗形態を構築する必妻が

ぁるo例えば.広域区域組に血液センタ-を再鼠成して計画的採血を実施するとともにr経済宿劫である

倶給に閑しては,これを専門に担当する広域の専門公益法人を整備するなど組線面で勿抜本的な対勤泌妻

である.

2.業務壕準の策定と本牡.基幹血液センタ-の持導力墳化

当面の各血液センタ-の事薫遵宮に際しても上記観点に立ち,革蓑各般の詳紐な菓務棲準の策走とこれに

基づいての泰吐及ぴ基幹血液センタ-による人事.財政面を含む業務全掛こわたる鼓力な籍専が必要である.

また,今後は各血液センタ-の芙惰についてもより詳細に把鐘する必要があるので.その旨御配慮願いたい,

第rV 血菜分画製剤の白給促進と基本合意事項の遵守

1.コスト低城穿力の蓑務

O 血菜分画製剤の藁価は,血液夜固臼子裂剤ほ垣え置かれたが7ル1ミン,免疫グロプリン製剤は大幅な

引下Lfになっており,貴社においてもこれまで以上にコスト面での穿力が必要であるp特に.今後民間企

美の協力を得て血液事業を芙施していくに当たっては,国丘医廉茸の観点からも民問企叢の製造する製剤

も含め猷血由来製剤のコスト低減に格段の努力をする必要がある.

なお,血東分画製剤につ小て臥韓血局製剤と窪理を区分し,珪営状祝を明確にされたい勺

魯 輸血用血蔽製剤に関する新葉価の実施に伴い,多血111坂血柴成分採血から分溌される血菜や全血採血か

ら赤血球分龍後の血庚を原料とする場合には,結果として従釆よりコストが格段に底汝されることを各血

液センタ-に対し周知撤底することが肝要である.さらに血賛成分採血についても,採血方式の改書等に

よりコストの低誠の穿力をするよう各血液センタ-に対し指尋する必要があるoこうした努力により.原

科血菜確保ほ十分可能であり.安易に輪血用即弓から生じた収益巷血疑分画製剤原科確保に回すことは.

将束の亭業運嘗に支障を束すこととなるのて,厳に境まれたい.
2- 民問企業の協力に関する基本合意の周知徹底

血栄分画製剤.く特にアルプミン,免疲グロプリン製剤Iの繋嵐供給に封する民問企蓑との協力について

のr基本合意Jが先般成立したq基本台意の驚急臭俸的な芙施が必要であることほ言うまでもないが.同時

に.各本合意の背景及び内容について.医療扱軌まもとより献血熊係者及ぴ鋲給関孫看にも広く周軌撒底

を斑り,誤解のないようにするとともに,鼓血由釆の血衆分画製剤の供給促卦こ穿められたい.
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